
この用紙は、あなたが今年一年間に支払った保険料について所得税の控除を受けるために申告書です。申告される場合は生保・損保会社から届いている『年末調整用の保険料証明ハガキ』をお手元にご準備のうえ、ご記入下さい。

②生命保険②生命保険②生命保険②生命保険　 証明ハガキに『生命保険料控除証明書』と記載されています 【記入する際の注意点】・｢一般（新・旧）｣、｢介護｣、｢個人年金（新・旧）｣　の3種類があり、この場合、『一般』の申告用です 　用紙への記入箇所が異なります・必ず生命保険料控除証明書を添付して下さいこの場合、新・旧区分は『旧』です 　 分類 保険料上限 ☆申告（控除）金額には上限あり☆申告（控除）金額には上限あり☆申告（控除）金額には上限あり☆申告（控除）金額には上限あり【証明書と申告額】 一般（旧） 100,000円  複数の保険に契約されている場合、申告額（下欄）に金額の記載が 一般（新） 80,000円  上限を超える契約分をご記入下さいあれば、申告額をご記入下さい 介護 80,000円個人年金（旧） 100,000円 ☆記入枠が不足する場合☆記入枠が不足する場合☆記入枠が不足する場合☆記入枠が不足する場合※証明額：ハガキの発行時点での 個人年金（新） 80,000円  同じ分類の保険ならば、保険会社が　　　　　　 支払い金額  異なっていても合算でご記入下さい　 申告額：12月末まで支払う場合　　　　　　 の見込み金額③地震保険③地震保険③地震保険③地震保険 ④配偶者特別控除④配偶者特別控除④配偶者特別控除④配偶者特別控除　 証明ハガキに『地震保険料控除証明書』と記載されています 　配偶者の方の所得（※）が38万円以上76万円未満であれば申告可能　※所得の求め方は　29年度扶養控除申告書の記入例をご確認下さい   【記載する際の注意点】 　(注) 配偶者を扶養に入れている場合は申告対象になりません　　・｢地震保険｣、｢旧長期｣の2種類があり、控除上限額が異なります　　・地震保険料控除証明書を添付して下さい 　該当される場合は用紙に必要事項をご記入下さい　<必要事項>　｢配偶者氏名｣、｢配偶者生年月日｣、｢配偶者住所｣（別居の場合のみ）、　｢配偶者所得 Ａ｣、｢配偶者特別控除額 Ｂ｣⑤社会保険料⑤社会保険料⑤社会保険料⑤社会保険料 ⑥個人型企業年金⑥個人型企業年金⑥個人型企業年金⑥個人型企業年金　｢国民健康保険料｣、｢国民年金保険料｣、｢介護保険料｣など、 　個人型ＤＣ（iDeCo）で掛金を負担されている場合は、　給与天引き以外で支払った社会保険料があればご記入下さい 　こちらに記入することで所得控除を受けることが可能です。　※扶養家族の分で、ご自身が負担されたものも申告できます 　【記載する際の注意点】　【記載する際の注意点】 　・他の申告と同様に控除証明書を添付下さい　・国民年金保険料を申告する場合は控除証明ハガキを添付下さい　・年金から天引きの介護保険料・後期高齢者医療保険料は申告不可

①氏名・住所①氏名・住所①氏名・住所①氏名・住所　 氏名・住所を記入し、捺印して下さい（シャチハタ可）
50,000円20,000円旧長期地震保険料 保険料上限分類

以下をご参照頂き、申告のある方のみご提出下さい※申告のない方はこの用紙の提出は不要です！訂正印は不要です修正する場合、訂正印は押さないこと！

①氏名・住所②『生命保険』一般（新・旧）個人年金（新・旧）介護③『地震保険』
④配偶者特別控除⑤社会保険⑥個人型企業年金など

保険料控除申告書の記入について


